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主に文系学部が発達している。文学、法・政治学、経済学、社会学など。

留学生向けのフランス語の授業がある。授業はすべてフランス語で行われる。日本語に関する
学部がないためほとんど日本語を理解する人はいない。

先生は人にもよるかもしれないが、概ね優しかった。文法や語彙的な指摘をしてもらえること
もあるし、レポートは添削して返却してもらえた。

あまりない。国際交流課にあたるような部署の人たちが優しくしてくれた。学部の秘書も優し
く対応してくれた。
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寮生活はかなり快適だった。自分で家を探していたら大変だったと思う。注意すべきことがあ
ると寮や学校からメールも送ってもらえた。

自分は参加していないが、年間でお金を支払えばスポーツ関連は使い放題だった。

かなり住みやすい寮で特に不自由はなかった。退寮時には部屋を細かくチェックされることが
あるので、初めから目立つ汚れがあった場合は写真を撮っておくといいと思う。隣の部屋や廊
下の音がよく聞こえるのでそれだけは我慢しなくてはならない。

学校で一斉に加入したもののみ。

特になし。保険に加入することを求められたような気もするがあまり覚えていない。

■

■

家賃の内に含まれていた。一つのアカウントに5つまで機器を接続できる。

■

図書館のPCを使用した。中には日本語表記がされないものもあった。基本的な言語はフ
ランス語。

通っていない。

あまり無理な生活をしていない限り健康を損ねることはないと思う。買った食材は、可能
なら一度洗って使用する方が良いかもしれない。虫がついている場合があるため。
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ビザデビットを使用できるように、りそな銀行の口座を開設した。現地のATMでも引き出せる
しカードとしても利用できた。

必ず挨拶をすること。お店に入った時や別れる時など。また、休みは完全に休みであると
いうこと。休日はお店も閉まってしまう。

あまり知り合う機会はなかったが、友人の紹介などで数か月に1度くらいは大学外の人と
会うことがあった。よく行くお店などでは顔なじみもできる。

特にしていない。

大学・寮ともに郊外に位置していたので治安に関しては全く問題はなかった。基本的に人々も穏
やかだった。郊外線の電車はすぐに遅れたり中止になったりしてそれが少し不便だった。

していない。

JASSO 80,000

在仏日本大使館、OVNINAVIなどのホームページ。

当然語学力は向上した。会話の内容をすべて把握するとまではいかなくても、相手の伝えたい
と思っていることをくみ取ることはできるようになったと感じる。また、どんなことにも挑戦
してみようという気持ちが生まれた。経験しないで終わってしまうことはもったいないと思え
るようになった。



 

5-4.  
 
 
 
 
 
 
5-5.  

 
 
 
 
 
 

 
5-6.   
 
 
 
 
 
 
5-7.   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

時折部屋が停電したことと、寮の入り口の扉の がよく壊れたこと。どちらもすぐに直ったし
大きな問題はなかった。 
学校の手続きは少し苦労した。毎学期1つ分の授業登録がうまくできておらず、何回も事務室
に足を運ぶことになった。また、これは自分のミスだが、フランス到着当初の手続きで学校と
寮に行く順番を間違えてかなり複雑なことになってしまった。

適切だったと思う。

薦める。自分が留学した大学は、日本語の環境がなかった分手続きなどにやや難点もあった
が、システムとしては非常に良い環境で学べたと思う。すべてを自分で行わなければならない
場合と違って、ある程度の連絡を受け取ることもできたし、補助があることが何より助けにも
なった。

3
3
5

2
4

4
4



No. 

 
(  

Oral 2 授業内で聞き取りやグループによる会話の練
習をする。テキストを購入すれば自習可能。

Écrit 2 授業で配布されるプリントによる予習
復習が可能。

Vie culturelle 事前にインターネットなどで調べるこ
とが可能。

L'histoire littérature 
XIXe-XXIe siecle(CM)

Pierre Dufief 講義の内容をメモし復習。パソコンでメモを取っている現
地の学生に話しかけ、内容を教えてもらうかデータを送っ
てもらうのが得策。TD授業と併せて4.5単位になる。

L'histoire littérature 
XIXe-XXIe siecle(TD)

Pierre Dufief CM授業（大講義授業）とセットのゼミ形式のような授
業。本を購入し事前に読む、授業内容をメモ。教授に個人
的に連絡を取り、必要な行動の助言を仰ぐのが良い。

Oral 3 授業内でグループによる発表をし、それについて質疑応答。発
表内容は事前にペアで打ち合わせる。テストはその場で題材を
与えられて自分の意見を述べ質疑応答。試験もペアで行う。

Écrit 3 毎回のように重要表現や文法に関するプリントが配られて
これによる予・復習が可能。文法に関して丁寧に解説して
くれた。テストは問題を選んで論述するタイプ。

Écriture 
créative

Maud Serobac 題材を与えられ、それに沿って小説を書く授業。毎回テーマを
提示されるのでその趣向を念頭に物語を作っていく。書ききれ
なかった分が宿題。テストというテストは無かった。

Littérature du 
XIXe siecle(CM)

Riccardo 
Barontini

講義の内容をメモする他、ネット上に参考資
料を掲示してくれるのでそれを参照にする。

Littérature du 
XIXe siecle(TD)

Riccard 
Barontini

CMとセット。内容は全く違う。本を読んで注目点をみんなで
捜しそれついて発表、議論。留学生であることを相談すると考
慮してくれる。CMとセットのテストで、5時間程あった。

フランス語の授業はとるレベルにもよるが20~30人前後。それほど大きくなく先生と生徒がしっかりとコミュニ
ケーションをとれるくらい。成績評価はだいたいは中間テストと期末テスト。課外授業のあるクラスではレポー
トがあったりする。専門の授業は大講義の授業ではかなりの人がいる。ゼミ形式の授業では20~30人程度。大講
義の授業は基本的には期末テスト一発勝負、ゼミの授業では発表したり中間テストがあったりレポートの評価が
加わるがこちらも基本的には期末テストを受ける。すべて一人でやりきるのは正直厳しい。

17万円
6万円 10 60万円
2万円 10 20万円

旅行や交際費などを含めた生活にかかる諸費用10ヶ月分　70万～100万
150万円～180万円

1コマ 
2時間
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一年を通してとてもいい経験になった。日本とは違った生活様式や考え方、時間の流れ方な
ど、現地に行って初めてわかるものを多く体験できたように思う。 
学校について。授業はできるだけすべて出たほうがいい。現地の授業を受ける機会はめったに
ないものだから、わからなくても耳を傾けておくと練習にもなるしいい経験になる。授業に
よっては手助けしてくれるものもあるので是非積極的に参加してほしい。語学の授業にも専門
の授業にも、必ず成長のカギはある。最初の手続きが難しく感じるだろうが、落ち着いて根気
強く対応すべき。こちら側の熱心な態度があれば相手側もやさしく対応してくれる。自分の留
学先(パリ第10大学)には日本語に関する学科がないため日本に対しての関心は強くはない。そ
のためこちら側から積極的に声をかけていかないとつながりができないという点に関してはな
かなか辛かった。特に自分の周りだけかもしれないが、フランス語があいまいだとあまり相手
にしてもらえないことも多かった。それでも話しかけ続ければやさしく対応してくれる人も出
てきた。弱気にならないことが一番大切。 
生活について。基本的に困ることはない。外食は高くつくので自炊を強いられるが、生活力を
鍛えるという意味でも必要なこと。勉強が忙しい時期は、どうしても学校とスーパーと家の往
復になってしまいがちだが、少し余裕のある時はなるべく外に出て、街をぶらぶら歩いてみる
のがいいと思う。お気に入りのスポットやおいしいお店が見つかったりする。せっかく現地に
いるのだから、肌身で街を体感してきてほしい。 
旅行について。簡単に外国に行ける環境にあるので、できればたくさん旅行したいところ。バ
スや電車、航空券などは、日本と違って予約するタイミングによって値段が変わるので、早め
に計画を立てて定期的に値段をチェックするようにしたい。はじめは億劫になりがちだが、慣
れてくればなんとなく気持ちにも余裕ができるし、なんとなくグローバルな人間になった気分
になれる。かもしれない。この旅行のおかげで、飛行機にはずいぶん慣れた。 
最後に。留学という期間は思っているほど短くもないし長くもない。そこにいるうちは、とり
わけはじめのうちは長く感じて苦しい時もあるが、終わりかけや、いざ日本に帰ってきてしま
うと、本当に短かったなと感じる。後悔しないように、というのは無理かもしれないぐらい。
だからこそ、できる限りいろんなところに行って、いろんな経験をして、いろんなものを感じ
取ってきてほしい。その空間の絵や映像を見ることは日本でできても、それに実際に触ったり
味わったりできるのはそのときしかないし、思い出の中で呼び覚ますためにはそれを経験して
いないとできないから。きっと何をしても無駄にはならない。実りの多い、充実した留学生活
を送ってほしいと思います。


